
SDGs 学生サミット
～2023年2月4日（土） 13：00～17：00 オンライン～



大阪から(JR)
1時間42分

東京から(JR南回り)
3時間17分

名古屋から(JR)
2時間01分

東京から(空路)
2時間25分

京都から(JR)
1時間14分

東京から(JR北回り)
3時間39分

・面積：84.59ｋ㎡（県内で2番目に狭い）

・人口：68,952人 (2022年12月1日現在)

・人口密度：815.1人/ｋ㎡（県下ダントツNO1）

・眼鏡、繊維、漆器の三大地場産業に特化したものづくり産業のまち

・鯖江モデル(市民主役、学生連携、オープンデータ、女性活躍)で注目されているまち

鯖江市とは・・・



２０２０年月９月オープン

行政、企業、国際機関等、あらゆる人々が連携し、市民一人ひとりが行動できSDGsの拠点

さばえSDGs推進センター

2018年のＮＹ国連本部で開催された「SDGs推進会議」での鯖江市長のスピーチ
の際、議長であるチャウドリー大使から要請を受けたことが、センター開設のきっかけ



SDGsコンセプトメガネ「グローカル」

鯖江版SDGsの取組みのシンボルとして、SDGsコンセプトメガネ「グローカル」を作成

SDGs17の目標を左右各8目標に分け、
それらを目標５「ジェンダー平等実現」のブリッジでつなぐ。
・世界と地域を結ぶ。
・経済・社会・環境の3側面の好循環と相乗効果を生む。

目標5「ジェンダー平等実現」は、
SDGs17の目標を達成するための「かけはし」となるもの

「Think globally! Act locally!」とは・・・
一つのレンズで世界の動きを捉え、もう一つのレンズで地域を考え行動する。

世界 地域

SDGsピンバッチ
「グローカル」を製作
し啓発に活用。



さばえSDGs推進センター

・事業概要
SDGｓの目標達成のために行政、企業、国際機関等、あらゆる人々が連携し、
市民一人ひとりが行動できるSDGs推進の拠点として各種事業を展開

・具体的事業
○企業・団体からの相談受付や視察受け入れ
○県内外教育機関からの教育旅行・視察・研修受け入れ
○SNSによる国内外への関連情報発信
○出前講座等各種研修会の開催
○SDGsカードゲームなどの体験型研修会の開催
○中小機構北陸本部と連携したSDGｓに貢献する企業紹介・マッチング事業
○センターでの特別展示会の開催
（ものづくり×SDGs展・国際女性DAYパネル展・プライドマンスLGBTQ展等）
○オレンジめがねキャンペーン開催
○さばえSDGs部主宰
○さばえSDGsグローカルクラブ運営



センターの役割

企業からの視察や相談 県内外の教育旅行視察 各種研修会 企業との連携

SDGｓの目標達成のために行政、企業、国際機関等、あらゆる人々が

連携し、市民一人ひとりが行動できるSDGsの拠点として各種事業を展開



「さばえSDGs Bookカフェ」とは？
気軽にできるSDGsをコンセプトに、SDGsのゴールにあった
テーマを設定し、、そのテーマに沿った本や記事、文章を
参加者で読んだ後、カフェ形式で意見や感想を話し合うゆ
るいイベント。

「さばえSDGs CINEMAシェア」とは？
映画を通じて感じたことや考えてことを参加者
同士でシェアすることで、知識や理解を深め
SDGsについて考えるきっかけをつくる上映会。

さばえSDGs Bookカフェは
2021年3月からセンターにて開
催しています。
従来のテーマは目標2、4、5、
10、14、など！会場に直接来
られない方はオンラインで参
加いただいています。

1回目のさばえSDGs CINEMAシェア
は2021年5月に開催しました。食品ロ
スとその対策や、政治と性的マイノリ
ティのドキュメンタリーなど、SDGsに
沿った幅広いテーマの映画をセンタ
ーで上映しています。

さばえSDGs

Bookカフェ

さばえSDGs

CINEMA シェア



女性活躍を推進する経営者の会『さばえ38組』発足

これまで（過去7年）の鯖江市ワークラ
イフバランス賞受賞企業のリーダー１８
名を初期発足メンバーとして構成。
今後、SDGs Goal５実現に取り組む意
思を表明する市内企業の経営者をメン
バーとして増やしていく。

女性活躍推進に取り組む市内
企業の経営者らが集結し、ネット
ワーキングを進めながら企業リー
ダーの意識改革と女性活躍に向
けた取り組みの輪を市内企業に
広げていくことを目的とする。

SDGsを推進する『さばえグローカルクラブ』発足

鯖江市のSDGs推進に賛同する企業・団体の集まり。センターからの研修会
等の情報発信、会員の取り組み紹介、会員同士の情報交換の場。



さばえSDGS部
２０２２.４

キックオフ！

SDGsについて学びながら行動を

起こすことを目的に、に

「さばえSDGs部」という学生

のためのプラットフォームを発足。

福井県内の学生たちが主となって

自らやりたいことを見つけ、

「SDGsなこと」に取り組んで

いる。

活動内容例：

・勉強会

・イベント参加

・ものづくり



さばえSDGsグローカルクラブ（2021.2～）

2022年9月7日
福井新聞



１０/１（土）

SDGsフェス開催！

行動するって楽しい！

～１０/２（日）

SDGsを見える化



プログラミングをきっかけに

SDGsに興味を持ってもらう



★SDGs探究スタディツアー（令和４年8月）
実施主体：阪急交通社 教育旅行課
参加対象：中学1年生～高校2年生（首都圏）
研修先：徳島県上勝町：循環型まちづくり（ゴミゼロ）

沖縄県国頭村：やんばる地域の課題解決
鯖江市：ジェンダー平等について

全国のSDGｓ未来都市の中から３市選ばれる！

★立命館大学櫻井ゼミ20名（令和４年8月）
実施主体：櫻井ゼミ（20名・２泊３日）

実施内容：「メガネのまち」だからこその鯖江のSDGs推進の特徴や
市民活躍や市民協働について学ぶ。

★Social Art Japan「気候変動アート展」（令和５年４月予定）
実施主体：株式会社メンバーズギフテッド

（株式会社メンバーズと鯖江市が共催）
実施内容：障がいのあるアーティストによる気候変動問題

をテーマとした絵画展

★ものづくり体験プログラム（令和５年3月予定）
実施主体：某旅行社
参加対象：中学1年生71名（県外私立中学校）
研修先 ：さばえSDGs推進センターおよび市内ものづくり企業市内企業

鯖江を学び・知るツアーやイベントが・・・



2022年8月5日
日刊県民福井聞

2022年8月5日
福井新聞



2022年9月2日
福井新聞

2022年9月4日
日刊県民福井聞





持続可能なめがねのまちさばえを目指して

本市固有の魅力ある資源を活かしたまちづくりに取り組んだ結果、
・眼鏡・繊維・漆器などの地場産業
・地場産業を支えてきた女性の活躍
・鯖江モデル（鯖江版三本の矢）の発信
・伝統、文化、自然、環境、市民性 など

「めがねのまちさばえ」の認知度が大きく向上！
認知度は7割以上、4年で8.7％アップ

今後、

「持続可能な開発目標(SDGs)」推進の取組みに磨きをかけ、

国内外に広く発信し続けることで、

多様なステークホルダーが集まり、経済・社会・環境の好循環が生まれ、
自律的好循環へとつなげる。

50年後、100年後も女性が輝き、男性、子ども、高齢者、障害者など
全ての市民が笑顔で暮らし続けることができる

「持続可能なめがねのまちさばえ」
を目指す。



課題

• SDGs認知度の向上（市民・企業とも）

• 交流人口の増加（シティープロモーション）→

鯖江の認知度アップ（4年間で8．7％）

• 市内企業のSDGSへの取り組みが促進された

（ジェグテック・グローカルクラブ）

成果

• SDGsに対する認知度は上がったが、2020年からは「行動の10年」に
入り、取り組みのスピードを速めていかなくてはならないが、行動に
向けての取り組みがもっと必要（10/1 10/2 SDGsフェス開催）

•行動の見える化



ありがとうございました！

さばえSDGs推進センター

@sabaesdgscenter

@sabaesdgscenter

@sabaesdgscenter
www.sabae-sdgs.jp

SNSをチェック！！

フォロワー数👑400名

フォロワー数👑668名

フォロワー数👑1108名（海外13％）

ホームページ


